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 地下の生きものを描いた異色の絵本原画展を開催！ 
このたび、相模原市立博物館において、舘野鴻絵本原画展「がろあむし 描かれた相模原の自然」

を開催しますのでお知らせします。 

舘野鴻（たての ひろし）さんは、昆虫の体毛の一本一本まで描く細密な絵と、生と死を見つめる特異な

視点のストーリーで、幅広い年代にファンを持つ絵本作家です。当館では平成 25 年に絵本『ぎふちょう』

の原画展を開催し大好評を博しました。令和 2 年に刊行された絵本『がろあむし』は、主に相模原市内で

調査・取材して制作され、これまであまり注目されてこなかった、地下に生息する生き物に視点を当てた話

題作です。 

今回は、原画とともに、作画のためのメモやラフ画、調査用具なども展示し、制作の様子に迫ります。舘

野作品の世界観をこの機会にぜひご堪能ください。 

展  示：舘野鴻絵本原画展「がろあむし 描かれた相模原の自然」 

期  間：令和 4 年３月 2６日（土）～令和 4 年６月５日（日） 

開館時間：午前 9 時 30 分～午後 5 時 

休 館 日：３月２８日をのぞく毎週月曜日、５月６日（金） 

場  所：相模原市立博物館 特別展示室  観覧無料 

相模原市立博物館キャラクターおびのっち 

絵本『がろあむし』から 

コガネムシの幼虫を食べ、ムカデに襲われる

ガロアムシ 

絵本『がろあむし』から 

 相模川をモデルに描かれた鳥観図 

舘野鴻さんによる作画実演や土壌動物観察会も開催！ 

詳しくは、別添チラシをご覧ください。 





“ガロアムシ” ときいてすぐにその姿が思い浮かぶ人はあまりいません。それは私たちがふだん、ほとんど
意識することがない、崩れた崖下の、地下のすき間に生きる虫だからです。絵本『がろあむし』は、そんな
知られざる虫の生態を相模原市内の生息地で取材し、作られています。本展では、全ページにわたり納得す
るまで徹底的に観察した上で描かれた、細密な原画を公開します。また、作者である舘野鴻さんの制作の様
子を、ラフ画や観察用具など豊富な資料から迫り、さらにガロアムシの他にも、絵本に登場している土壌動
物を、写真家の吉田譲さんによる美しい生態写真で紹介します。

交通のご案内
■淵野辺駅南口から
　●徒歩20分　
　●バス青葉循環博物館廻り(淵37系統)
　　「市立博物館前」下車すぐ
　●バス青葉循環共和廻り(淵36系統)
　　「市立博物館前」下車すぐ　
■相模大野駅北口から
　●バス相模原駅南口行き(相02系統)
　　「宇宙科学研究本部」下車５分　
■相模原駅南口から
　●バス相模大野駅北口行き(相02系統)
　　「宇宙科学研究本部」下車５分　
■上溝駅から
　●バス淵野辺駅南口行き（淵52・53・59系統）
　　「弥栄」下車８分　
■お車でお越しの場合
　●無料駐車場95台

新型コロナウイルスの感染拡大
の状況により、内容変更や開催
中止となる場合があります。開
催状況に関する情報は博物館
ホームページでご確認下さい。

舘野　鴻（たてのひろし）　プロフィール
1968 年横浜市に生まれる。故・熊田千佳慕に師
事。演劇、音楽活動などを経て環境コンサルタ
ントの生物調査員となり、広く国内の野生生物
に触れる。その傍ら景観図や図鑑の生物画、解
剖図などを手掛けるようになり、2005 年から絵
本の制作を始める。『つちはんみょう』（偕成社）

で小学館児童出版文化賞受賞。おもな絵本・著
書に『しでむし』『ぎふちょう』（偕成社）『あまが
えるのかくれんぼ』（かわしまはるこ 絵、世界文化社）、

『宮沢賢治の鳥』（国松俊英 文、岩崎書店）など多数。

　関連イベント
　
※いずれも事前申し込み制です。
　申込み方法などは博物館ホームページをご覧ください。
　舘野鴻トークショー
徹底的に観察して描いたらこうなった︕
　舘野鴻の仕事の流儀
　3月 26日（土）14時～ 15時 30分
　　会場︓大会議室
　　定員︓100名（事前申込み制・抽選）

作画実演︕舘野鴻の手もとを観察せよ
　４月10日（日）
　　第１ステージ　11時～
　　第２ステージ　13時～
　　会場︓大会議室
　　定員︓各回30名（事前申込み制・抽選）

土壌動物観察会
　5月 22日（日）13時 30分～ 16時
　　会場︓実習実験室、博物館周辺の野外
　　講師︓舘野鴻さん、吉田譲さん
　　定員︓20名（事前申込み制・抽選）
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